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　ここは大山寺町にある生田明神社。新しい住
宅や市営住宅に囲まれた、古い集落の西のはず
れに位置する。こんもり繁った杜がそれだ。南
と北の端にそれぞれ鳥居が立っている。南側か
らそこをくぐり神域に一歩足を踏み入れる。細
長く伸びた境内地を入っていくと、クロガネモ

チ、ケヤキ、クスの大木の木陰の中に拝殿や本
殿が見えてくる。風蝕に痩せ、古色を纏った柱
や梁、木組みが私の胸を打つ。初夏の光の中、
そこだけが別世界になり、時の流れがほんの一
瞬だけ止まったように思えた。 

美術家　秋田光彦　 

【２００８岩倉の杜●～生田明神社～】 
ふう しょく や まと こ しょく 

はり 
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偏見～資質～ 

９ 男女共同参画をめざして 

１９ 
Departamento de Informações
ポルトガル語情報コーナー 

市民相談室平成１９年度の相談の 
概況 

９ 
消費者トラブルに巻き 
込まれないために 

薬の「飲み合わせ」に注意 

８ 健康講座 ３ 市制の窓 

市民茶会・こども読書の日記念お 
はなし会・岩倉市老人クラブ連合会 
交通安全教室 

フォトニュース ２１ 

こんにちは、私たちは「認知症ケア 
アドバイザー」です 

認知症について正しく知ろう ２０ 

地震の知識（東海地震・東南海地 
震について） 

知っておきたい防災知識 ２０ 

▲５月１日、岩倉市赤十字奉

仕団の皆さんにより岩倉駅周

辺で「赤十字５月の愛知一斉

キャンペーン」が行われました。 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
） 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
） 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
） 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 

私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章  
（平成３年１２月１日制定） 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

市民税の減免対象者を拡大します 
「新成人のつどい」企画・運営ボラ
ンティアを募集します 
「認知症サポーター養成講座」の
出前講座を開催します 
家屋を取り壊した人は届け出を 
家屋調査、一斉調査にご協力くださ
い 
児童手当現況届の提出をしてくだ
さい 
国民年金保険料の学生納付特例制
度があります 
平成１９年度の住民基本台帳の一部
の写しの閲覧状況 
指名競争入札結果 
6月は環境月間です 
 

暮らしのガイド １０ 
催し １０ 
第３３回民族音楽レクチャーコンサート 
俳句俳画作品展 
史跡公園月釜 
児童館日曜・祝日開館行事　　　 ほか 

相談・その他 １６ 
地震に負けない家づくりを応援します 
消防テレフォンサービスのご利用を 
　　　　　　　　　　　　　　　ほか 

健康 １２ 
楽しく食育「きて・みて・ふれて・たべて 
みよう！」 
二種混合（ジフテリア・破傷風）第2期予 
防接種　　　　　　　　　　　　ほか 

募集 １２ 
市民ボウリング大会参加者 
「再就職準備セミナー」参加者 
愛知県障害者委託訓練参加者 
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岩
倉
市
で
は
、
収
入
が
激
減
し
、
生
活

が
不
安
定
に
な
っ
た
人
の
平
成
２０
年
度
の

市
民
税
を
減
免
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
平
成
１９
年
中
の
総
所
得
金
額

が
２
０
０
万
円
以
下
で
平
成
２０
年
中
の
総

所
得
金
額
の
見
込
額
が
平
成
１９
年
中
の
総

所
得
金
額
に
比
べ
、
２
分
の
１
以
下
に
減

少
す
る
人
と
認
め
ら
れ
る
人
 

●
減
免
額
 

①
平
成
２０
年
中
の
総
所
得
金
額
の
見
込
額

が
５０
万
円
以
下
の
人
…
所
得
割
の
１
０
０

分
の
５０
に
相
当
す
る
額
 

②
平
成
２０
年
中
の
総
所
得
金
額
の
見
込
額

が
５０
万
円
を
超
え
、
１
０
０
万
円
以
下
の

人
…
所
得
割
の
１
０
０
分
の
３０
に
相
当
す

る
額
 

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１
係
（
q
３

８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
２１
年
１
月
１１
日
a

に
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
新
成
人
を
迎
え
る
人
で
、

新
成
人
の
つ
ど
い
の
企
画
・
運
営
な
ど
を

担
当
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
 

　
新
し
い
門
出
と
な
る
「
新
成
人
の
つ
ど

い
」
を
自
ら
の
手
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
や
る
気
の
あ
る
人
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
６
月
３０
日
b
ま
で
に
生
涯

学
習
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
開
催
案
内
 

●
と
き
　
平
成
２１
年
１
月
１１
日
a
午
前
１１

時
開
式
、
午
前
１０
時
３０
分
開
場
　
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
対
象
者
　
昭
和
６３
年
４
月
２
日
か
ら
平
 

成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
人
 

●
そ
の
他
　
新
成
人
の
つ
ど
い
は
、
岩
倉

市
に
住
民
票
が
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
あ
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
育
成
す
る
た
め
、

地
域
や
学
校
、
職
場
等
に
出
向
き
養
成
講

座
を
行
い
ま
す
。
 

●
講
座
内
容
　
認
知
症
の
症
状
や
診
断
・

治
療
、
接
す
る
と
き
の
心
構
え
な
ど
 

●
講
座
時
間
　
１
時
間
３０
分
程
度
 

●
対
象
者
　
１５
人
以
上
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
・
学
校
・
商
店
・
企
業
等
 

●
講
師
　
岩
倉
市
認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
 

ザ
ー
（
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

●
費
用
　
無
料
 

●
申
込
方
法
　
開
催
日
の
１
か
月
前
ま
で

に
生
き
が
い
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係（
q

３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

      　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

に
建
っ
て
い
る
家
屋
に
対
し
課
税
さ
れ
ま

す
。
 

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
、
登
記
に

よ
る
手
続
き
（
滅
失
登
記
）
が
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
課
税

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
「
家
屋
取
壊
申

告
書
」
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
申
告
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
い
た
だ

け
れ
ば
、
窓
口
で
す
ぐ
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
　
　
　
 

●
申
告
・
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係

（
q
３
８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
企
画
・
 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
 

し
ま
す
 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
 

成
講
座
」
の
出
前
講
座
を
 

開
催
し
ま
す
 

市
民
税
の
減
免
対
象
者
を
 

拡
大
し
ま
す
 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は
 

届
け
出
を
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家
屋
調
査
、一
斉
調
査
に
ご
 

協
力
く
だ
さ
い
 

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
 

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
 

      　
平
成
２０
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
２１
年
１

月
１
日
ま
で
の
間
に
新
・
増
築
さ
れ
た
家

屋
に
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

と
都
市
計
画
税
（
都
市
計
画
税
は
市
街
化

区
域
の
み
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
基
礎
と

な
る
固
定
資
産
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め

に
家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税
務
課

の
係
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
の
際
に
、

「
家
屋
登
記
済
書
」
「
建
築
確
認
通
知
書
」

「
工
事
見
積
書
」
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
増
築
な
ど
で
「
建
築
確
認
申
請

書
」
を
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
や
車
庫
・

物
置
を
建
築
し
基
礎
で
固
定
し
た
場
合
等

の
建
物
は
、
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
調
査
に
伺
う
係
員
は
「
固
定
資
産

評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
不
審
の
場
合
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

一
斉
調
査
 

　
家
屋
の
現
況
と
家
屋
課
税
台
帳
と
を
照

合
し
、
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

な
ど
に
よ
り
差
異
の
あ
る
建
物
を
把
握
し

て
固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税
を
行
う
た

め
に
、
一
斉
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
調
査
の
都
合
上
、
敷
地
内
に
入
り
、
家

屋
の
現
況
を
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係
（
q
３

８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

      　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
今
年
度
の
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
６
月
３０
日
b
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
引
き
続
き
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
、

受
給
者
の
所
得
や
児
童
の
監
護
・
養
育
の

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
大
切
な
届
け

で
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
届
け
が
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
６
月
以
降

の
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
 

・
児
童
手
当
現
況
届
の
用
紙
 

・
厚
生
年
金
加
入
の
人
は
受
給
者
（
保
護

者
）
の
保
険
証
の
コ
ピ
ー
 

・
平
成
２０
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
所
が

な
か
っ
た
人
は
、
平
成
２０
年
１
月
１
日
現

在
の
住
所
地
の
税
務
課
等
で
発
行
の
平
成

２０
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
 

・
印
鑑
（
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

訂
正
が
あ
る
場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
）
 

※
な
お
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
を
確
認
の
う
え
、
期
限
内
に
児

童
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

●
送
付
先
　
〒
４
８
２
‐
８
６
８
６
〔
住

所
不
要
〕
児
童
課
児
童
係
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
q
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

       
学
生
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
の
支
払
い
を

猶
予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
と
し
て
強
制
加
入
と
な
っ
て
い
る
２０
歳

以
上
の
学
生
で
本
人
の
前
年
所
得
額
か
ら

各
種
控
除
後
の
金
額
が
１
１
８
万
円
以
下

の
人
。
 

　
た
だ
し
、
各
種
学
校
な
ど
で
、
修
業
年

限
が
１
年
未
満
の
学
校
に
通
う
学
生
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
対
象
校
に
つ
い
て
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証

（
ま
た
は
、
在
学
証
明
書
）
 

●
承
認
期
間
　
４
月
〜
翌
年
３
月
 

※
承
認
さ
れ
れ
ば
期
間
の
始
期
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
 

承
認
さ
れ
る
と
　
 

①
万
一
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
「
障
害
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
 

②
承
認
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。
 

③
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め

る
と
き
は
、
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
に

連
絡
し
て
納
付
書
を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ

い
。
３
年
目
以
降
に
納
め
る
と
き
は
当
時

の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
の
で
、

早
め
に
納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
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　岩倉市では、昨年度の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を住民基本台帳法の規定に基づき公表し

ます。この制度は、閲覧制度の透明性を高め、不正な閲覧や目的外利用・第三者提供等を抑制しようと

するため設けられたものです。 

 
平成１９年度の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況 

●国または、地方公共団体の機関の請求による住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況 

●個人または、法人の申出による住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況 

昭和町一丁目在住の満２０歳以上の男女 

人権に関する県民意識 
調査の調査対象者の抽出 

防衛省 

愛知県知事政策局長 

愛知県警察本部総務部長 

愛知県県民生活部長 

愛知県防災局長 

自衛官等の募集に伴う 
広報 

平成１９年度県政世論 
調査の調査対象者の抽出 

平成１９年度県民意識 
調査の調査対象者の抽出 

「防災（地震）に関する意識 
調査」の調査対象者の抽出 

平成１９年５月 
２２日 

平成１９年６月 
２２日 

平成１９年９月 
２６日 

平成１９年１２月 
１８日 

平成１９年１２月 
２８日 

閲覧の請求をした国また 
は、地方公共団体の機関 
の名称 

請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲 

平成元年４月２日から平成２年４月 
１日までの間に生まれた人 
 
下本町真光寺在住の満２０歳以上の男女 

東新町在住の満２０歳以上の男女 

大市場町在住の平成２０年１月１日 
現在満２０歳以上の男女 
 

八剱町渕之上、大坪在 
住の大正７年５月１日 
～昭和６３年４月３０日 
生まれの男女 

閲覧の申出を行った者の氏名 
（法人の場合には名称および代表者等の氏名） 

利用の目的の概要 
閲覧の 
年月日 

閲覧に係る住民の 
範囲 

日本銀行情報 
サービス局 
局長　 恵谷英雄 

株式会社日本リサーチセンター 
代表取締役社長　鈴木稲博 

「生活意識に関するア 
ンケート調査」の対象 
者の抽出 

平成１９年 
７月１８日 

大山寺町井之株、中流、 
前畑・大山寺本町在住 
の満２０歳以上の男女 

日本たばこ産業株 
式会社 
たばこ事業本部情 
報担当部長　仲井 
賢治 

株式会社ビデオリサーチ 
代表取締役社長　木村武彦 

日本たばこ産業株式会 
社が実施する「２００８年 
全国たばこ喫煙者率調 
査」の対象者の抽出 

平成２０年 
２月１３日 

委託を受けて閲覧の申出を 
行った場合に係る委託者の 
名称（委託者が個人の場合に 
あってはその旨） 

●問合先　市民窓口課市民窓口係（q３８－５８０７）まで。 

指名競争入札結果 ４月２４日～５月１日 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間 

岩倉中学校北館屋上防水工事 西市町竹之宮２４ 中京塗装㈱ 

岩倉団地配水場自家発電設備 
改修工事設計業務 

東新町釜之口４－１ 中日本建設コンサルタント㈱ 

中学校扇風機設置工事 西市町竹之宮外１地内 水野電気工事㈱  

舗装修繕工事 神野町外５地内  

７,６６５,０００ 

２,４１５,０００ 

７,３２９,０００ 

７,９８０,０００ ㈲八信建設 

え たに ひで お 

すず き いな ひろ 

き むら たけ ひこ 

なか い 

けん じ 

４/３０～６/３０ 

５/ ８～７/３１ 

５/ ８～８/２０ 

５/１２～８/ ８ 
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６月は環境月間です 
　６月５日は環境の日です。 
　これは、１９７２年６月５日からストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念して定められた
ものです。国連では、日本の提案を受けて６月５日を｢世界環境デー｣と定め、日本でもこの日を｢環境基本法｣
（平成５年）で｢環境の日｣と定めています。また、日本では平成３年度から６月の１か月を｢環境月間｣として
います。 
　岩倉市では毎年、五条川と五条川に流れ込む用水の水質調査を行っています。平成１９年度の調査結果は表
のとおりですが、水質の代表的指標であるＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）について過去５年間の平均と比較
しますと、調査地点により多少の差異はありますが、ほぼ横ばいです。しかし水量の少なくなる季節は、特に
用水での水質が悪化していることがうかがえます。私たち一人ひとりが暮らしを見直し、無駄な水を使用しな
いことや残った汁物を排水口に流さないなど、身近なところから行動を起こしていくことが求められています。 
　また、地域の環境基準および要請限度の適合状況を把握するため、市内３か所で航空機騒音測定および自動
車騒音振動測定を行っています。調査結果はすべての地点で基準を達成していました。 
　平成１９年度の調査結果は、表のとおりです。 
●問合先　環境保全課環境啓発係（q３８－５８０８）まで。 

平成１９年度　公共用水水域水質調査結果 
河川等名 

五条川 

矢戸川 

新堀用水 

江川用水 

一之杁用水 

野寄川 

・カッコ内の数値は過去５年間の平均を表します。 
・ＰＨは、５．８～８．６が適性数値。１（酸性）⇔７（中性）⇔１４（アルカリ性） 
・ＢＯＤは、水がどの程度汚れているかを示す基準。水中の有機物質等が微生物によって分解される際に消費される酸素の量を表したもの。 
・ＣＯＤは、水中の有機物質等を酸化剤で酸化し、このため消費された酸素の量を表したもの。 
・ＳＳは、水中に浮遊している不溶解性物質の量。 
・ＤＯは、水中に溶けている酸素の量。Ｔ-Ｐは全リン、Ｔ-Ｎは全窒素、Ｃｄはカドミウムを表しています。 
・透視度は、数値が高いほど水が澄んでいることを表します。 

（注） 

地点名 

井上橋 

豊国橋 

待合橋 

長野橋 

大市場橋 

大山寺住宅 

川井町地内 

石塚硝子南 

クリーンセンター入口 

時期 

６月 

１２月 

６月 

１２月 

６月 

１２月 

６月 

１２月 

６月 

１２月 

６月 

１２月 

６月 

１２月 

６月 

１２月 

６月 

１２月 

PH BOD 
（mg/l） 

COD 
（mg/l） 

SS 
（mg/l） 

DO 
（mg/l） 

T-P 
（mg/l） 

T-N 
（mg/l） 

Cd 
（mg/l） 透視度 

３０度以上 
（３０度以上） 
３０度以上 
（３０度以上） 
３０度以上 
（３０度以上） 
３０度以上 
（３０度以上） 
２５度 

（３０度以上） 
３０度以上 
（３０度以上） 
３０度以上 
（２７度） 
３０度以上 
（３０度以上） 
３０度以上 
（２８度） 
３０度以上 
（２９度） 
３０度以上 
（３０度以上） 
２９度 
（２６度） 
３０度以上 
（２６度） 
３０度以上 
（２８度） 
３０度以上 
（３０度以上） 
３０度以上 
（３０度以上） 
３０度以上 
（２３度） 
３０度以上 
（２９度） 

０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 
０．００５未満 
（０．００５未満） 

２．０ 
（１．９） 
１１．０ 
（８．０） 
３．７ 

（３．４） 
１０．０ 
（８．１） 
１．８ 

（２．４） 
６．８ 

（６．１） 
１．３ 

（１．９） 
３．１ 

（３．５） 
１．４ 

（１．７） 
３．６ 

（３．３） 
２．７ 

（３．０） 
１４．０ 

（１３．９） 
２．０ 

（２．６） 
２．０ 

（３．５） 
１．９ 

（２．３） 
１３．０ 

（１０．２） 
１．７ 

（２．１） 
４．７ 

（４．８） 

０．１９ 
（０．１８） 
０．４１ 

（０．３７） 
０．４４ 

（０．３３） 
０．４９ 

（０．４２） 
０．２６ 

（０．３４） 
０．４３ 

（０．５３） 
０．２６ 

（０．３２） 
０．２２ 

（０．８７） 
０．２３ 

（０．３０） 
０．２４ 

（０．３９） 
０．３８ 

（０．３６） 
１．７０ 

（１．６６） 
０．３８ 

（０．３８） 
０．２４ 

（０．３８） 
０．２６ 

（０．２７） 
１．４０ 

（１．６６） 
０．２４ 

（０．２８） 
０．２１ 

（０．２６） 

７．８ 
（７．５） 
７．６ 

（７．６） 
６．５ 

（６．７） 
８．０ 

（８．４） 
８．９ 

（８．０） 
８．２ 

（８．５） 
７．３ 

（８．４） 
７．４ 

（８．８） 
８．２ 

（８．３） 
８．７ 

（９．２） 
３．６ 

（３．１） 
４．３ 

（３．０） 
８．７ 

（６．２） 
１０．８ 

（１２．１） 
７．７ 

（７．７） 
８．５ 

（６．６） 
９．２ 

（８．７） 
８．２ 

（９．３） 

８ 
（４） 
１ 

（２） 
９ 

（６） 
２ 

（４） 
１６ 

（１２） 
２ 

（２） 
３０ 

（１６） 
１ 

（２） 
２１ 

（１８） 
１ 

（２） 
３ 

（４） 
１２ 

（１０） 
１１ 

（１０） 
１ 

（９） 
６ 

（１２） 
１ 

（４） 
１３ 

（１９） 
１ 

（４） 

６．１ 
（４．０） 
６．２ 

（６．０） 
７．６ 

（５．９） 
７．２ 

（６．７） 
６．６ 

（５．８） 
７．２ 

（６．２） 
８．９ 

（６．１） 
５．４ 

（４．５） 
７．９ 

（７．０） 
６．５ 

（７．６） 
６．９ 

（７．２） 
２１．０ 

（１８．０） 
７．９ 

（７．６） 
６．２ 

（８．８） 
５．４ 

（５．２） 
１２．０ 

（１２．４） 
８．２ 

（７．４） 
１０．０ 

（１０．０） 

４．０ 
（３．２） 
２．３ 

（５．３） 
８．０ 

（６．２） 
７．２ 

（６．３） 
３．１ 

（３．３） 
２．５ 

（３．１） 
４．７ 

（３．４） 
３．１ 

（２．５） 
６．０ 

（４．４） 
３．３ 

（４．９） 
３．７ 

（５．８） 
４５．０ 

（２８．６） 
４．４ 

（４．９） 
３．５ 

（７．６） 
３．２ 

（３．４） 
１１．０ 

（１２．９） 
３．４ 

（４．８） 
１０．０ 
（９．３） 

７．０ 
（６．７） 
７．１ 

（７．１） 
７．０ 

（６．７） 
７．３ 

（７．１） 
７．２ 

（６．８） 
７．３ 

（７．０） 
７．０ 

（７．２） 
７．８ 

（７．３） 
７．１ 

（６．９） 
７．７ 

（７．２） 
７．１ 

（６．７） 
７．６ 

（７．４） 
７．１ 

（６．９） 
７．７ 

（７．７） 
７．１ 

（６．９） 
７．８ 

（７．４） 
７．２ 

（６．９） 
７．８ 

（７．３） 
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６月は環境月間です 

 

●混ぜないで～分ければ資源になりごみが減らせます 
　ごみを減らし、限りある資源を大切にするために、
古紙・古着類、プラスチック製容器包装、缶、びん
類やペットボトルなどの資源をごみに出さないでく
ださい。ごみとして出されると、市は収集しない場
合があります。 
●古紙・古着類は分別収集や古紙と古着の日、廃品回収に 
　古紙は新聞、ダンボール、雑誌・雑がみに分けて
分別収集に出してください。 
　古着類は、洋服・和服・下着・靴下など衣類と、
シーツ・タオルなどです。ぬれたもの、汚れたもの
はリサイクルできませんので、洗って乾かして出し
ていただくとともに、雨が降ると予想される場合は
透明か半透明なビニール袋に入れて出していただく
ようお願いします。 
●「このくらい」でも資源に―集まれば大きな力 
　封筒、メモ用紙、お菓子や薬等の紙箱など細かい
ものも、ビニールなどは取り除き、いらなくなった
紙袋などに入れてひとまとめにして出してください。 
●みんな資源に、みんなでリサイクル 
　夏場は清涼飲料水の消費が伸びるなどしてペット
ボトル、缶・びん類の排出が増えます。「燃やして
はいけないごみ」に混ぜてしまったりしないで、必
ず分けて資源にしましょう。 
●問合先　環境保全課生活環境係（q３８－５８０
８または、清掃事務所 q６６－５９１２）まで。 

※環境基準とは、環境基本法第１６条第１項の規定に基づき、騒音に係る環境上の条件について生活環境を保全し、 
人の健康の保護に資する上で、維持することが望ましい基準を表します。 
※要請限度とは、道路周辺の生活環境が著しく損われると認められるときに、市長が道路管理者に道路修繕等の措置 
を要請しまたは、県公安委員会に道路交通法の規定による措置をとるよう要請できる限度を表します。 

みんなの力でごみ減量　分けて資源に 
　家庭の浄化槽は、適切に維持管理が行われないと水質汚濁や
悪臭の原因となり、また隣近所に迷惑をかけることになります。 
　浄化槽は、法律により保守点検（点検・修理など）、清掃、
法定検査（水質検査など）をすることが定められています。 
　浄化槽の保守点検については、愛知県登録の浄化槽保守点
検業者に依頼できます。登録業者は愛知県環境部のホームペ
ージ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｐｒｅｆ．ａｉｃｈｉ．ｊｐ
／ｋａｎｋｙｏ／ｍｉｚｕ‐ｋａ／ｍｉｚｕ／ｓｅｉｈａｉ
／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）で検索するか、愛知県尾張県民事
務所環境保全課（q０５２－９６１－７２１１）へお問い合
わせください。 
　浄化槽では、し尿等を微生物の働きによって浄化しますが、
その際発生する汚泥の清掃を年１回以上必ず行いましょう。
清掃は、岩倉市の許可業者の（株）アイホク（q６６－２１
１２）が行っています。 
　法定検査は、浄化槽が正常に機能しているか総合的に判断
するための検査です。この法定検査には、新設した浄化槽の
検査（７条検査）と年１回の定期検査（１１条検査）があり
ます。愛知県では昨年１０月から建築確認の完了検査または、
浄化槽設置届出の時に併せて、７条検査の手数料振込証明書
のコピーを提出していただくことになりました。法定検査に
ついては、愛知県の指定検査機関である（社）愛知県浄化槽
協会（q０５２－４８１－７１６０）に依頼してください。 
　また、異物などが浄化槽に混入していますと、浄化槽の処
理能力が十分発揮できなくなるおそれがあります。異物など
をトイレや台所から流すことのないようお願いします。 
　水環境を守るために、浄化槽の適切な維持管理を行ってい
ただくよう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。 

浄化槽を正しく維持管理しましょう 

平成１９年度　騒音および振動測定結果 

①航空機騒音測定結果 
測定場所 

岩倉東小学校 

測定結果 

最　大 

最　小 

平　均 

基準値 

６８．７ 

４４．０ 

６２．５ 

７０ 

単位のWECPNLは加重等価平均感覚騒音レベルを表します。 

（単位：WECPNL） 

測定場所 

鈴井町下新田　はなのき広場 

 

東新町　岩倉団地 

昼夜の別 環境基準 要請限度 測定結果 

昼間（６時～２２時） 

夜間（２２時～６時） 

昼間（６時～２２時） 

夜間（２２時～６時） 

７０ 

６５ 

７０ 

６５ 

７５ 

７０ 

７５ 

７０ 

６３．５ 

６２．０ 

６７．７ 

６４．４ 

②道路交通騒音振動測定結果 
【騒音】 （単位：db） 

測定場所 

鈴井町下新田　はなのき広場 

 

東新町　岩倉団地 

昼夜の別 要請限度 測定結果 

昼間（７時～２０時） 

夜間（２０時～７時） 

昼間（７時～２０時） 

夜間（２０時～７時） 

７０ 

６５ 

６５ 

６０ 

４２．０ 

３６．８ 

４６．１ 

３９．９ 

【振動】 （単位：db） 
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健 健 康 康 

講 講 座 座 

薬
の
「
飲
み
合
わ
せ
」
に
注
意 

岩
倉
市
医
師
会
　
加
藤
芳
幸 

か 

と
う 

よ
し 

ゆ
き 

　
薬
の
中
に
は
特
定
の
食
べ
物
や
飲

み
物
と
一
緒
に
飲
む
と
、
薬
の
効
き

目
が
弱
く
な
っ
た
り
、
逆
に
強
く
な

り
す
ぎ
た
り
、
副
作
用
を
引
き
起
こ

し
た
り
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
薬
に
も
相
性
が
あ
り
ま
す
。
薬
を

飲
む
と
き
は
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を

払
い
ま
し
ょ
う
。
 

        相
性
の
悪
い
飲
食
物
の
場
合
は
服
薬

時
間
の
工
夫
を
 

　
薬
と
食
べ
物
で
相
性
が
悪
い
典
型

例
と
し
て
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
と
納
豆
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
心
臓
や
脳
の
血

栓
予
防
治
療
に
使
わ
れ
る
ワ
ー
フ
ァ

リ
ン
の
効
果
を
納
豆
菌
が
生
成
す
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
が
抑
え
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
 

　
ま
た
服
薬
前
後
２
時
間
は
食
事
、

特
に
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
避
け
た

方
が
い
い
薬
も
あ
り
ま
す
。
骨
粗
し

ょ
う
症
の
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト

製
剤
は
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
と
結
合
し
て
薬
の
吸
収
が

悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
高
血
圧
や
狭
心
症
の
治
療
薬
の
カ

ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
は
グ
レ
ー
プ
フ
ル

ー
ツ
と
併
用
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
成

分
が
薬
の
分
解
を
抑
え
て
し
ま
い
、

薬
の
血
濃
度
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
す
る
と
効
果
が
強
く
な
り
ふ

ら
つ
き
や
め
ま
い
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

　
ア
ル
コ
ー
ル
と
睡
眠
薬
や
精
神
安

定
剤
を
一
緒
に
飲
む
と
、
ど
ち
ら
も

脳
の
中
枢
の
働
き
を
抑
制
す
る
た
め
、

眠
気
が
強
く
な
っ
た
り
、
意
識
に
障

害
が
出
た
り
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
呼
吸
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
 

　
タ
バ
コ
と
喘
息
の
薬
、

狭
心
症
、
高
血
圧
の
薬
も

相
性
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
心
筋
梗
塞
の
予
防
薬
と

し
て
ア
ス
ピ
リ
ン
を
常
用

し
て
い
る
場
合
、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
な
ど
で
大
量
の
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
を
摂
取
す
る
と

歯
肉
出
血
を
お
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

薬
同
士
の
相
互
作
用
 

　
２
種
類
以
上
の
薬
を
同

時
に
飲
ん
で
い
る
場
合
に

は
薬
同
士
が
互
い
に
影
響

し
合
っ
て
、
薬
の
効
果
が

強
く
な
っ
た
り
弱
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薬
は
指
示
さ
れ

た
通
り
の
時
間
帯
、
服
用
方
法
で
飲

む
こ
と
も
大
切
で
す
。
空
腹
時
に
飲

む
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
薬
を
食
後
に

飲
む
と
薬
が
効
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

　
薬
を
飲
ん
で
も
症
状
が
改
善
し
な
い
、

別
の
症
状
が
出
て
き
た
と
い
う
時
は

す
ぐ
に
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
 

 

 

き
っ
 こ
う
 や
く
 

ぜ
ん
 そ
く
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　能力の有無は個人の資質です。女性だか
らといって、能力を疑問視すべきではあり
ません。 
出典「マンガ男社会の常識・非常識」 
財務省印刷局発行より 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
－５８１９）まで。 

●偏見～資質～● 

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
の
解
決
の
手
助
け

を
す
る
た
め
、
市
民
相
談
室
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
一
般
相
談
の
ほ
か
に
相
談
内
容

に
よ
っ
て
１８
ペ
ー
ジ
の
「
市
民
相
談
」
の

コ
ー
ナ
ー
の
と
お
り
各
種
相
談
窓
口
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

          

平
成
１９
年
度
の
相
談
の
概
要
 

　
平
成
１９
年
度
中
の
市
民
相
談
室
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
は
、
１
千
２
２
８
件
で
昨

年
度
の
１
千
４０
件
に
比
べ
、
１
８
８
件

（
１８
・
１
㌫
）
の
増
で
し
た
。
 

　
相
談
の
種
類
別
で
件
数
が
多
か
っ
た

の
は
、
一
般
相
談
５
７
４
件
、
年
金
相
談

３
７
８
件
、
法
律
相
談
１
３
０
件
の
順
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
件
数
が
増
加
し
た
相
談
は
、
年
金
相
談

が
、
昨
年
度
２
２
０
件
か
ら
１
５
８
件

（
７１
・
８
㌫
）
増
加
し
た
ほ
か
、
登
記
相

談
が
、
昨
年
度
１８
件
か
ら
倍
増
の
３６
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
般
相
談
の
内
容
別
で
は
、
サ
ラ
金
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
、
悪
質
商
法
に
関
す

る
も
の
が
１
０
９
件
、
親
族
、
離
婚
に
関

す
る
も
の
が
９９
件
、
土
地
、

建
物
、
近
隣
に
関
す
る
も
の

が
８６
件
で
し
た
。
 

寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
 

　
悪
質
商
法
に
関
す
る
も
の
は
、
こ
れ
ま

で
の
根
拠
の
な
い
請
求
を
は
が
き
や
封
書

で
送
り
つ
け
る
方
法
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
は
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
直

接
メ
ー
ル
が
届
き
、
「
有
料
サ
イ
ト
を
利

用
し
た
料
金
が
未
払
い
に
な
っ
て
い
る
」

な
ど
と
架
空
請
求
を
す
る
も
の
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
 

　
不
正
請
求
に
は
決
し
て
応
じ
ず
、
市
民

相
談
室
か
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

平
成
１９
年
度
に
新
設
さ
れ
た
消
費
生
活
相

談
の
状
況
 

　
多
様
化
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
を
守
る
た
め
開
設
さ
れ
た
消

費
生
活
相
談
で
は
、
２０
件
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
 

　
相
談
内
容
の
内
訳
は
サ
ラ
金
に
関
す

る
も
の
が
１３
件
、
悪
質
商
法
に
関
す
る
も

の
が
４
件
な
ど
で
し
た
。
 

 

　会員になって知人などに商品を紹介し、販売するなどの巧妙な

手口により皆さん自身が、知らないうちに加害者になってしまう

ような悪質商法が多発しています。安易な方法で利益が出る話を

耳にしたり、トラブルに巻き込まれてしまったのではないかと思

ったら、消費生活相談窓口にご相談ください。 

●と　き　毎月第２・４金曜日午前９時～正午 

●ところ　市民相談室 

●問合先　市民相談室（☎３８－５８２２）まで。 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

市
民
相
談
室 

平
成
１９
年
度
相
談
の
概
況 

消 費 者 生 活 相 談  
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●
第
３３
回
民
族
音
楽
レ
ク

チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

〜
和
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

邦
楽
の
調
べ
〜
 

  　
世
界
各
地
の
民
族
音
楽
を
紹

介
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
。
 

　
今
回
は
、
日
本
古
来
よ
り
培

わ
れ
て
き
た
伝
統
音
楽
「
雅
楽
」

を
「
舞
」
と
と
も
に
演
じ
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
８
日
A
午
後
２

時
〜
、
開
場
午
後
１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
講
堂
 

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
車

で
の
ご
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。
 

▼
出
演
者
　
和
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
「
飛
天
」
 

▼
主
な
曲
　
越
天
楽
今
様
、
神

楽
「
浦
安
の
舞
」
　
ほ
か
 

▼
入
場
料
　
３
０
０
円
 

※
直
接
会
場
に
て
お
支
払
い
く

だ
さ
い
（
定
員
２
０
０
人
。
た

だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は

入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）
。
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
９
） 

  ●
俳
句
俳
画
作
品
展
 

  　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
で
は
、
夏

季
の
風
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
６
月
７
日
G
〜
２２
日

A
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示

ホ
ー
ル
 

▼
主
催
　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
文
化
協
会
 

▼
問
合
先
　
宮
田
（
q
３
７
‐

６
８
４
４
）
 

  ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
お
茶
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

　
普
段
着
で
楽
し
め
る
お
茶
会

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
６
月
１５
日
A
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
）
 

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

小
笠
原
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
q
３

８
‐
５
８
１
９
）
 

  ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

館
行
事
 

  　
児
童
館
で
は
、
日
曜
・
祝
日

開
館
に
合
わ
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
よ
る
行
事
を
開
催

し
ま
す
。
 

『
親
子
で
体
験
「
手
打
ち
う
ど

ん
」
』
 

▼
と
き
　
６
月
８
日
A
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
内
）
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
参
加
費
　
１
組
５
０
０
円（
親

子
２
人
）
 

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え

て
最
寄
り
の
児
童
館
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
q

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て

い
ま
す
。
 

　
６
月
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
曲
な
ど
の
ギ
タ
ー
演

奏
で
す
。
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と

の
大
好
き
な
皆
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

ー
の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
２２
日
A
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
　
岩
倉
ギ
タ
ー
友
の
会
 

▼
演
奏
曲
　
「
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン

バ
」
、
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
」
、
「
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の

雨
傘
」
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
q
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
子
育
て
支
援
講
演
会
 

  　
「
い
つ
で
も
母
に
ベ
ッ
タ
リ
。

ほ
か
の
子
ど
も
さ
ん
と
同
じ
よ

う
に
自
分
で
遊
ん
で
ほ
し
い
の

に
…
」
「
一
日
中
、
子
ど
も
と

二
人
っ
き
り
。
ト
イ
レ
に
も
子

ど
も
が
つ
い
て
く
る
…
」
な
ど

と
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
 

　
子
ど
も
の
気
持
ち
を
知
り
、

子
ど
も
と
ど
う
付
き
合
う
か
を

知
る
と
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
と
わ

が
子
と
向
き
合
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
子
育
て
の
具
体
例
も

が 

が
く 

ひ 

て
ん 

え 

ぐ
ら 

て
ん 

ら
く 

い
ま 

よ
う 

か 

　広報いわくら5月15日号8ページでお知らせした「第12回セントラル愛知交響楽団ポップ
スコンサート」の記事の中で、ヴォーカルの名前に誤りがありました。謹んでお詫びし訂正
させていただきます。　誤→ヴォーカル　吉川智子　正→ヴォーカル　西みほ 

とも こ 

★生涯学習課よりお詫びと訂正★ 
 



平成20年6月1日 11

交
え
て
の
お
話
が
聞
け
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１７
日
C
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
テ
ー
マ
　
「
子
育
て
に
自
信

を
」
 

▼
講
師
　
白
石
淑
江
さ
ん
（
同

朋
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）
 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
 

▼
申
込
受
付
　
６
月
４
日
D
よ

り
受
け
付
け
ま
す
（
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
お

願
い
し
ま
す
。
電
話
可
）
。
　
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育

園
内
q
３
８
‐
３
９
１
１
）
 

  ●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
 

  　
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
を
市
役
所
駐
車
場
で
開

催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１５
日
A
午
前
９

時
〜
正
午
 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
、
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
出
店
者
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
４０
店
、
野
菜
の
広
場
、
み
の

り
の
里
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
２
） 

  ●
法
話
・
坐
禅
体
験
教
室
 

  　
い
わ
く
ら
塾
で
は
、
作
法
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に

「
法
話
・
坐
禅
体
験
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
７
日
G
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
１
時
 

▼
と
こ
ろ
　
向
陽
寺
（
曹
洞
宗

・
北
島
町
）
 

▼
対
象
　
小
・
中
学
生
（
親
子

で
の
参
加
も
可
）
 

▼
内
容
　
法
話
、
坐
禅
、
文
化

財
の
紹
介
、
食
事
作
法
（
お
粥
、
 

漬
物
）
 

▼
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円（
当

日
集
め
ま
す
）
 

▼
募
集
人
員
　
２０
人
 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、お
茶
な
ど
 

▼
申
込
締
切
日
　
６
月
６
日
F

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
）
 

▼
申
込
方
法
　
各
児
童
館
、
向

陽
寺
（
q
３
７
‐
０
６
９
３
）

に
申
込
用
紙
が
お
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
主
催
　
い
わ
く
ら
塾
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教

育
委
員
会
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
福
冨
（
q

5
３
７
‐
２
５
３
２
）
ま
た
は
、

各
児
童
館
、
向
陽
寺
 

  ●
教
科
書
展
示
会
 

  　
義
務
教
育
で
使
用
さ
れ
て

い
る
教
科
書
は
通
常
４
年
ご
と

に
採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
１６
年
度
に
小
学
校
用
、

平
成
１７
年
度
に
中
学
校
用
教
科

書
の
採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
の
で
、
平
成
２０
年
度
は
平
成

２１
年
度
か
ら
使
わ
れ
る
小
学
校

用
の
教
科
書
の
採
択
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
。
中
学
校
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
る

教
科
書
と
同
一
の
も
の
を
採
択

す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
学
校

で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
は
、

各
高
等
学
校
に
お
い
て
毎
年
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科

書
採
択
の
調
査
研
究
に
役
立
て

て
も
ら
う
と
と
も
に
県
民
の
皆

さ
ん
の
教
科
書
に
対
す
る
理
解

や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
６
月
１１
日
D
か
ら
７
月

５
日
G
ま
で
の
間
、
県
内
２１
か

所
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
教
科

書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
の
た
め
の
教
科
書
や
一
般
図

書
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
展
示
会
場
に
は

投
書
箱
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

教
科
書
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
開
館
時
間
は
原
則
と
し
て
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で

す
が
、
開
館
時
間
、
休
館
日
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
規
定

に
よ
り
ま
す
。
会
場
等
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
義

務
教
育
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
 

/kyo
iku
/g
im
u
kyo
iku
/in
d

e
x.h
tm
l

 

尾
張
西
部
地
区
の
教
科
書
セ
ン

タ
ー
 

・
江
南
教
科
書
セ
ン
タ
ー
　
江

南
市
立
図
書
館
（
q
５
６
‐
２

３
０
６
）
　
 

※
６
月
２６
日
E

は
休
館
日
で

す
。
 

・
稲
沢
教
科
書
セ
ン
タ
ー
　
稲

沢
市
立
中
央
図
書
館
（
q
３
２

‐
０
８
６
２
）
　
 

※
６
月
１６
日
B
・
２３
日
B
・
３０

日
B
、
７
月
４
日
F
は
休
館
日

で
す
。
 

・
一
宮
教
科
書
セ
ン
タ
ー
　
一

宮
地
域
文
化
広
場
（
q
０
５
８

６
‐
５
１
‐
２
１
８
０
）
　
 

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
教
育
委
員

会
義
務
教
育
課
（
q
０
５
２
‐

９
５
４
‐
６
７
９
０
）
 

【長瀬香織日本画展】 
sと　き  ６月３日（火）～７日（土）（最 
　　　　　終日は午後５時まで） 
s問合先　長瀬（q０９０－７５００－３
　　　　　４８９） 
【伊勢型紙作品展】 
sと　き　６月９日（月）～１４日（土） 
s問合先　近藤（q３７－３７１６） 
【岩倉絵画協会展】 
sと　き　６月１６日（月）～２２日（日） 
　　　　　（最終日は午後４時まで） 
s問合先　真野（q３７－３８８３） 
【中南米紹介-海外協力隊の活動-】 
sと　き　６月２３日（月）～２９日（日） 
s問合先　寺澤（q０９０－９１７０－２
　　　　　０８８） 
 

市民ギャラリー情報 

し
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        ●
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

参
加
者
 

  　
岩
倉
市
体
育
協
会
で
は
、
市

民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
き
ま

す
。
 

▼
と
き
　
６
月
２９
日
A
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
小
牧
国
際
ボ
ウ
ル

（
小
牧
市
）
 

▼
試
合
方
法
　
 

・
個
人
戦
　
 

・
順
位
は
２
ゲ
ー
ム
の
合
計
点

で
決
定
 

・
女
性
、
６０
歳
以
上
の
人
、
小

学
生
、
中
学
生
に
は
、
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
前
回
ま
で
の
大
会
で
入

賞
（
優
勝
〜
６
位
）
さ
れ
た
人

は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過
去
３
年

の
優
勝
者
に
は
、
１
ゲ
ー
ム
に

つ
き
２０
点
の
マ
イ
ナ
ス
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
参
加
費
　
１
千
５
０
０
円
 

▼
表
彰
　
入
賞
、
と
び
賞
、
各

部
門
賞
、
参
加
賞
 

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
、
在
勤

で
小
学
校
３
年
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
）
ま
た
は
、
体
育
協

会
会
員
お
よ
び
体
育
協
会
賛
助

会
員
 

▼
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体

育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
q
６
６
‐
２
２

２
２
）
 

 
 

●
「
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ

ー
」
参
加
者
 

  　
出
産
・
育
児
・
介
護
等
で

退
職
し
、
将
来
的
に
再
就
職

を
希
望
す
る
人
向
け
に
、
再

就
職
の
準
備
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
７
月
３
日
E
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
北
名
古
屋
市
総
合

体
育
館
（
北
名
古
屋
市
能
田
引

免
地
４０
）
 

▼
内
容
　
「
心
の
お
し
ゃ
れ
を
 

し
て
み
ま
せ
ん
か
」
／
オ
フ
ィ
 

ス
成
旺
代
表
　
伊
藤
享
子
さ
 

ん
、
「
ブ
ラ
ン
ク
を
生
か
す
再

就
職
」
／
ア
ッ
ト
・
ワ
ン
ス
代

表
　
杉
本
美
晴
さ
ん
 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
相
談
 

▼
対
象
者
　
妊
娠
、
出
産
、
育

児
ま
た
は
、
介
護
等
で
退
職
し

再
就
職
を
希
望
す
る
人
 

▼
定
員
　
２０
人
（
６
月
２
日
B

よ
り
受
け
付
け
し
ま
す
（
先
着

順
）
）。
 

▼
主
催
　
&
２１
世
紀
職
業
財
団

愛
知
事
務
所
 

▼
共
催
　
北
名
古
屋
市
 

▼
後
援
　
あ
い
ち
マ
ザ
ー
ズ
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
　
 

▼
託
児
　
無
料
（
１
歳
以
上
で

小
学
校
就
学
前
の
子
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
&
２１
世
紀

職
業
財
団
愛
知
事
務
所
（
q
０

５
２
‐
５
８
６
‐
７
２
２
２
5

０
５
２
‐
５
８
６
‐
７
２
２
５

（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

託
児
希
望
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
）
 

 
 

●
愛
知
県
障
害
者
委
託
訓

練
参
加
者
 

  い
ぬ
や
ま
〜
パ
ソ
コ
ン
ス
タ
ー

ト
②
コ
ー
ス
〜
 

▼
と
き
　
７
月
１０
日
E
〜
８
月

２９
日
F
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
犬
山
市
大
字
羽
黒

新
田
字
堅
筬
１
‐
１
）
 

▼
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か

ら
応
用
ま
で
の
技
術
習
得
を
目

指
し
ま
す
。
 

▼
対
象
　
障
害
者
手
帳
所
持
者

（
身
体
・
精
神
等
）車
椅
子
不
可
 

▼
定
員
　
７
人
（
面
接
で
選
考
） 

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
は
必
要
で
す
）
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
２０
日
F
ま

で
に
、
公
共
職
業
安
定
所
に
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
受

講
に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す
）
。
 

キ
ャ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
Ｃ
Ａ
Ｄ

オ
ペ
レ
ー
タ
②
コ
ー
ス
〜
 

▼
と
き
　
７
月
１０
日
E
〜
９
月

９
日
C
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
零
時
５０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
キ
ャ
ド
フ
ォ
ー
ラ

ム
名
駅
校
（
名
古
屋
市
中
村
区

名
駅
４
‐
４
‐
１２
中
経
ビ
ル
９

階
）
 

▼
内
容
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
て
の
機
械
部
品
・
住

宅
等
の
図
面
作
成
）
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。
 

▼
対
象
　
障
害
者
手
帳
所
持
者

（
身
体
・
精
神
等
）
 

▼
定
員
　
７
人
（
面
接
で
選
考
） 

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
は
必
要
で
す
）
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
２０
日
F
ま

で
に
、
公
共
職
業
安
定
所
に
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
受

講
に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す
）
。
 

▼
問
合
先
　
公
共
職
業
安
定
所

（
q
０
５
６
８
‐
６
１
‐
２
１

８
５
）
ま
た
は
、
愛
知
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
（
q
０
５
３

３
‐
９
３
‐
２
１
０
２
）
 

        ●
楽
し
く
食
育
「
き
て
・
み

て
・
ふ
れ
て
・
た
べ
て
み

よ
う
！
」
 

  　
６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
。

ま
た
、
毎
月
１９
日
は
「
食
育
の

日
」
で
す
。
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
生

活
改
善
推
進
員
と
協
力
し
て
、

親
子
で
楽
し
く
「
食
育
」
を
学

ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
６
月
１９
日
E

午
前
 

１０
時
〜
正
午
　
　
　
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
お
話
と
遊
び
（
親
子

で
食
育
・
リ
ズ
ム
体
操
・
紙
芝
居

な
ど
）、
食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー

（
お
や
つ
の
試
食
・
親
子
で
作
ろ

う
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
） 

▼
対
象
　
幼
児
（
１
歳
〜
就
園

前
）
と
そ
の
保
護
者
 

▼
持
ち
物
　
子
ど
も
用
の
お
茶
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
３
日
C
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

 

せ
い 

お
う 

も
と 

す
ぎ 

み 

は
る 

い 

と
う 

き
ょ
う 

こ 
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  ●
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
）第
２
期
予

防
接
種
 

  　
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
第
２
期
予
防
接
種
が

小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

▼
対
象
　
小
学
校
６
年
生
 

▼
接
種
方
法
　
対
象
者
に
６
月

初
め
に
個
別
に
通
知
を
し
ま
す
。

通
知
が
届
い
て
か
ら
、
左
表
の

医
療
機
関
で
予
約
の
う
え
、
体

調
の
良
い
時
に
接
種
（
無
料
）

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

　
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接

種
の
第
３
・
第
４
期
接
種
 

  　
４
月
１
日
よ
り
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

は
、
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ

り
従
来
の
第
１
期
、
第
２
期
に

加
え
、
第
３
期
（
中
学
校
１
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）
お

よ
び
第
４
期
（
高
校
３
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
人
）
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
接
種
対
象
者
 

第
１
期
…
満
１
歳
〜
２
歳
未
満
 

第
２
期
…
幼
稚
園
・
保
育
園
の

年
長
児
 

第
３
期
…
中
学
校
１
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
人
 

第
４
期
…
高
校
３
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
人
 

※
第
３
・
第
４
期
は
、
１８
歳
以

下
の
年
齢
の
人
に
２
回
接
種
の

機
会
を
設
け
、
麻
し
ん
に
対
し

て
十
分
な
免
疫
を
獲
得
し
感
染

を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
２０
年

度
か
ら
平
成
２４
年
度
ま
で
の
５

年
間
の
み
実
施
し
ま
す
。
 

▼
接
種
方
法
　
第
２
・
第
３
・

第
４
期
の
対
象
者
に
は
個
別
に

通
知
済
み
で
す
。
第
１
期
の
対

象
者
に
は
、
１
歳
の
誕
生
日
に

通
知
し
ま
す
。
届
い
た
通
知

（
ま
た
は
、
予
診
票
）
を
持
っ

て
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る

医
療
機
関
で
予
約
の
う
え
、
接

種（
無
料
）を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

※
接
種
期
間
は
、
第
１
期
の
人

は
、
１
歳
か
ら
２
歳
未
満
の
間

で
す
。
第
２
・
第
３
・
第
４
期

の
人
は
、
平
成
２１
年
３
月
３１
日

ま
で
で
す
。
 

▼
そ
の
他
　
対
象
の
人
で
通
知

の
届
い
て
い
な
い
人
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
こ
ど
も
の
救
命
講
習
会
 

  こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う
 

　
子
ど
も
の
事
故
や
け
が
は
、
 

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

そ
こ
で
、
子
ど
も
の
起
こ
し
や

す
い
事
故
や
け
が
と
、
そ
の
対

処
方
法
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？
　
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
６
月
２７
日
F
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
講
演
「
こ
ど
も
を
事

故
か
ら
守
ろ
う
」
・
実
技
「
こ

ど
も
の
救
急
救
命
法
」
 

▼
講
師
　
岩
倉
市
消
防
職
員

（
救
急
救
命
士
）
 

▼
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
親
 

▼
定
員
　
３０
組
 

▼
申
込
受
付
　
６
月
３
日
C
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

 

 

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだ
のない消費生活のために不用品データバンクをご
活用ください。物品のやりとりは、当事者間で話
し合っていただきます。 
登録物品（４月３０日現在）
s譲ります（有償） 

sあげます（無償） 
 
s求 め ま す 
 

※岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも 
　確認できます。 
s問　　合　　先　商工農政課商工観光係（q３８ 
　　　　　　　　　－５８１２） 

大正琴、抱っこひも 
 
Ｂ型ベビーカー、ベビー布団、
エレクトーン、ベッド 
布団、自転車、子供乗せシー
ト付自転車（後部）、テレビ、
工業用ミシン、ワープロ、バ
ギー、三輪車、ベビーゲート 

★不用品データバンク★ 

３７－０１２３ 

６６－３８０１ 

３８－１１１２ 

６６－１２１０ 

３７－８１５５ 

６６－４５３３ 

３８－３５０１ 

３８－３８００ 

３７－２０１８ 

６６－１２２１ 

６６－３３６６ 

６６－５１３３ 

３７－０１７５ 

有馬医院  

伊藤外科  

いとうクリニック  

岩倉東クリニック  

岩倉病院  

いわくら耳鼻咽喉科  

おしたにクリニック  

かみのクリニック  

寺澤内科小児科  

なかよしこどもクリニック  

丹羽外科・内科  

ようてい中央クリニック  

ませきクリニック  

井上町４３０－１ 

本町前田７８－８ 

東新町南江向２４－５ 

中本町葭原４ 

川井町北海戸１ 

西市町西市前３１－４ 

稲荷町高畑８ 

神野町平久田７０ 

栄町一丁目５ 

稲荷町高畑７５ 

新柳町一丁目４１ 

曽野町郷前１７ 

下本町下市場１３９ 

二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種ができる医療機関 
（１３か所） 

医　療　機　関　名  

 

住　　　　　所 

 

電　話　番　号 

 



南階段は利用できません 

６月１日（日）からの 
岩倉駅東口への道順 
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  ●
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
講

習
会
 

  　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
日
常
生
活

の
過
ご
し
方
に
気
を
つ
け
る
こ

と
で
予
防
が
で
き
、
症
状
が
出

て
も
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
症
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と

も
可
能
で
す
。
　
 

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
骨
の

健
康
を
保
つ
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
・
対
象

・
定
員
　
下
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
持
ち
物
　
②
運
動
指
導
編
…

室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
③

栄
養
指
導
編
…
エ
プ
ロ
ン
 

▼
そ
の
他
　
②
運
動
指
導
編
は
 

運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
３
日
C
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

       

  ●
家
庭
で
の
食
中
毒
対
策
 

  　
今
年
も
食
中
毒
が
発
生
し
や

す
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
食
中
毒
の
原
因
に
は
病
原
性

大
腸
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
等
が

あ
り
ま
す
。
 

　
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
は
、

食
中
毒
菌
を
「
付
け
な
い
」

「
増
や
さ
な
い
」
「
殺
菌
す

る
」
で
す
。
で
は
具
体
的
に
も

う
少
し
細
か
く
ポ
イ
ン
ト
を
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
１
…
食
品
の
購
入
 

・
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を

食
べ
き
れ
る
量
だ
け
購
入
し
ま

し
ょ
う
。
 

　
表
示
の
あ
る
も
の
は
消
費
期

限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
購
入

し
た
肉
や
魚
か
ら
の
水
気
が
漏

れ
出
て
、
他
の
食
品
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
包
み
、
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

・
冷
蔵
や
冷
凍
な
ど
の
温
度
管

理
の
必
要
な
食
品
の
購
入
は
買

い
物
の
最
後
に
し
、
持
ち
帰
っ

た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
　
　
 

ポ
イ
ン
ト
２
…
家
庭
で
の
保
存
 

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
食
品
を

詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
 

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
を
過
信
せ

ず
、
食
品
の
長
期
保
存
は
避
け
、

早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
３
…
下
準
備
　
　
 

・
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ

う
。
手
洗
い
は
簡
単
で
効
果
的

な
食
中
毒
予
防
で
す
。
　
　
 

・
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の

ま
な
板
や
包
丁
で
、
果
物
や
野

菜
な
ど
生
で
食
べ
る
食
品
や
、

調
理
の
終
わ
っ
た
食
品
を
切
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

・
ま
な
板
、
包
丁
、
食
器
、
ふ

き
ん
、
た
わ
し
、
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
は
、
使
用
後
す
ぐ
に
、
洗
剤

と
流
水
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
は
さ

ら
に
熱
湯
を
か
け
て
消
毒
、
乾

燥
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

・
冷
凍
食
品
な
ど
は
、
料
理
に

使
う
分
だ
け
解
凍
し
、
解
凍
が

終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
調
理
し
ま
し

ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
４
…
調
理
 

・
台
所
を
清
潔
に
し
、
タ
オ
ル

や
ふ
き
ん
は
乾
い
て
清
潔
な
も

の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は

中
心
部
の
温
度
が
、
７５
℃
で
１

分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
電
子
レ
ン
ジ
は
、
レ
ン
ジ
用

の
容
器
を
使
い
、
熱
の
伝
わ
り

に
く
い
も
の
は
時
々
か
き
混
ぜ

ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
５
…
食
事
 

・
食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
 

 

岩倉駅東口の出口が変更になりました 岩倉駅東口の出口が変更になりました 
6/26（木） 

 

 

7/17（木） 

 

 

7/29（火） 

 

 

講演会「骨粗しょう症にならないために」　　 

検診結果説明 

講義「骨粗しょう症予防のための食生活」 

講義・運動実技「楽しく動いて骨づくりをしよう！」 

検診結果説明 

講義「骨粗しょう症予防のための食生活」 

 

講義・調理実習「おいしく食べて骨元気」　 

 

 

整形外科医師 

保健師 

栄養士 

運動指導員 

保健師 

栄養士 

 

栄養士 

 

 

13：30 
～15：30

13：30 
～15：30

9：30 
～12：00

骨粗しょう症検診 
初回受診者および 
関心のある人 

骨粗しょう症検診 
結果が「骨量減少」 
と判定された人 

①
講
演
会
 

②
運
動
指
導
編
 
③
栄
養
指
導
編
 

と　　　　　き 内　　　　　容 講　師 対　象 定員 

なし 

24人 



南階段は利用できません 南階段は利用できません 

６月１日（日）からの 
岩倉駅東口への道順 
６月１日（日）からの 
岩倉駅東口への道順 

【北階段（斜路付き）】 

歩行者経路　※工事の進捗状況により変更があります 
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・
清
潔
な
器
具
、
食
器
を
使
い

ま
し
ょ
う
。
 

・
温
か
い
料
理
は
温
か
く
、
冷

や
し
て
食
べ
る
料
理
は
冷
た
く

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

・
調
理
前
、
調
理
後
の
食
品
は

常
温
で
長
く
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
６
…
残
っ
た
食
品
 

・
残
っ
た
食
品
は
き
れ
い
な
器

具
、
食
器
を
使
い
、
早
く
冷
え

る
よ
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け

し
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
古
い
も
の
は
思
い
切
っ
て
捨

て
ま
し
ょ
う
。
 

　
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち

ん
と
押
さ
え
、
家
庭
か
ら
食
中

毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
も
し
、
お
腹
が
痛
く
な
っ
た

り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち

が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
ら
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

 

 

 

岩倉駅東口の出口が変更になりました 岩倉駅東口の出口が変更になりました 岩倉駅東口の出口が変更になりました 

　岩倉駅の東口では駅前広場の北階段（斜路付き）と南階段、そして現在の地下道と再開発ビルにできる
エレベーターとを結ぶ連絡通路の整備を昨年６月から進めていますが、先に完成した北階段が６月１日
（日）午前１０時から通行できるようになりました。 
　なお、名鉄岩倉ビル前の階段は新たに南階段としての改築工事を行うため通行ができません。北階段の
利用により地上から岩倉駅改札口までの距離が長くなりますので、岩倉駅やバス・タクシーを利用される
場合は時間に余裕を持ってお出掛けください。 
　また、周辺では関連する駅前広場の整備工事や南階段の工事が今しばらく続くため、ご不便をおかけし
ますがご協力くださいますようお願いします。 
※駅前広場と南階段は本年１０月頃の完成予定 
s問合先　都市計画課計画係（q３８－５８１４）または、岩倉駅東地区北街区市街地再開発組合（q６
　　　　　５－７２５０） 

　５月１５日号広報いわくらでもお知らせしたとおり、新しく岩倉駅東の駅前広場内に設置しました北側 
の階段が、６月１日（日）午前１０時から通行できるようになりました。 
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        ●
地
震
に
負
け
な
い
家
づ

く
り
を
応
援
し
ま
す
 

  対
象
は
、
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
住
宅
で
す
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月

３１
日
以
前
に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た

は
、
伝
統
構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ

ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル
構
法
な
ど

は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用

住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅
（
空

家
は
対
象
外
）
 

　
４
月
か
ら
木
造
住
宅
だ
け
で

な
く
非
木
造
住
宅
（
構
造
が
鉄

骨
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
等
）
に
つ
い
て
も
耐
震
診
断

費
の
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
簡

易
耐
震
診
断
票
に
、
ま
た
、
非

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
土
木
課

建
築
係
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
は
補

助
金
が
出
ま
す
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
、
耐

震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

▼
対
象
と
な
る
建
築
物
 

①
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐

震
診
断
ま
た
は
、
&
愛
知
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た

旧
基
準
木
造
住
宅
（
昭
和
５６
年

５
月
３１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
）
で
、
判
定
値
を

１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修

工
事
。
た
だ
し
、
耐
震
補
強
上

有
効
な
耐
震
改
修
工
事
（
判
定

値
に
０
・
３
を
加
算
し
た
数
値

以
上
と
す
る
）
に
限
る
。
 

▼
補
助
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
（
た
だ

し
、
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、

そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。
 

▼
補
助
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
 

▼
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
が
あ

り
ま
す
 

　
耐
震
改
修
費
補
助
を
利
用
し

た
場
合
、
耐
震
改
修
工
事
費
の

１０
㌫
相
当
額（
２０
万
円
を
限
度
）

が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
 

　
固
定
資
産
税
は
、
平
成
２７
年

度
ま
で
に
一
定
の
条
件
に
適
合

す
る
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
固
定
資
産
税
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係

（
q
６
６
‐
１
１
１
１
内
線
６

５
８
）
ま
た
は
、
税
務
課
課
税

第
１
係
（
内
線
５
７
３
）
、
課

税
第
２
係
（
内
線
５
７
５
）
 

 
 

●
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
ご
利
用
を
 

  　
「
あ
っ
！
　
火
事
だ
。
場
所

は
ど
こ
だ
ろ
う
？
」
そ
ん
な
時
、

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
消
防
署
で
は
、

火
災
発
生
時
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
場
所
等
を
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
（
q
３
８
‐
３
１
１

９
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、

他
の
緊
急
通
報
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
消

防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

　
消
防
車
・
救
急
車
が
早
く
出

動
で
き
る
よ
う
に
通
報
は
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

・
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
 

・
火
災
、
救
急
等
を
は
っ
き
り
と
 

・
場
所
、
目
標
物
を
明
確
に
 

・
事
故
等
の
内
容
を
詳
し
く
 

・
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
 

電
話
番
号
　
　
　
　
 

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

　
消
防
車
が
緊
急
出
動
す
る
と

き
は
、
火
災
の
と
き
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
な

ど
の
救
助
出
動
や
油
漏
れ
等
警

戒
出
動
の
ほ
か
、
救
急
隊
か
ら

の
要
請
で
消
防
隊
が
消
防
車
で

支
援
に
向
か
う
場
合
に
は
サ
イ

レ
ン
音
の
み
（
ウ
ー
ウ
ー
）
で

す
。
火
災
の
と
き
に
は
サ
イ
レ

ン
と
警
鐘
（
ウ
ー
ウ
ー
・
カ
ン

カ
ン
）
の
両
方
を
鳴
ら
す
よ
う

に
使
い
分
け
て
出
動
し
て
い
ま

す
の
で
「
サ
イ
レ
ン
で
す
ぐ
火

事
だ
」
と
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
な
お
、
救
急
車
の
出
動
が
非

常
に
多
い
た
め
、
救
急
車
の
正

し
い
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係

（
q
３
７
‐
５
３
３
３
）
 

 
 

●
危
険
物
安
全
週
間
 

  　
６
月
８
日
A
〜
１４
日
G
ま
で
、

全
国
一
斉
に
危
険
物
安
全
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
身
近
に
あ

る
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
取
り

扱
い
や
、
保
管
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
ま
た
、
灯
油
か
ん
（
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
）
に
は
ガ
ソ
リ
ン
を

絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
一
般
の
ご
家
庭
で
、
冬
の
間

暖
房
器
具
等
で
使
用
し
残
し
て

し
ま
っ
た
灯
油
は
、
直
接
日
光

の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
よ
い

場
所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
危
険
物
を
常
時
取
り
扱
う
事

業
所
で
は
「
慣
れ
」
や
「
安
全

確
認
が
不
十
分
」
に
よ
る
事
故

が
発
生
す
る
危
険
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
従
業
員
は
常
日
頃
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
す
る
よ

う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
 

　
今
一
度
、
危
険
物
の
正
し
い

取
り
扱
い
を
、
お
互
い
に
確
認

し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課

予
防
防
災
係
（
q
３
７
‐
５
３

３
３
内
線
２
２
２
）
 

  ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

  　
献
血
は
、
１６
歳
〜
６９
歳
（
た

だ
し
６５
歳
〜
６９
歳
の
人
は
、
６０

歳
〜
６４
歳
の
間
に
献
血
し
た
こ

と
の
あ
る
人
の
み
）
の
人
に
で

き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。
１
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１５
日
A

▼
と
こ
ろ
　
曽
野
町
公
会
堂
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

q
３
７
‐
３
１
３
５
）
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図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
 

岩
倉
市
図
書
館
 

q
３
７
‐
６
８
０
４
 

 　
　
　

新
着
図
書
の
紹
介
 

一
般
新
着
図
書
 

・
団
塊
の
世
代
と
は
何
か
 

佐
伯
啓
思
　
著
 

・
お
香
が
好
き
。
 

吉
田
揚
子
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

・
う
ら
な
い
バ
バ
と
石
川
五
ニ
 

ャ
え
も
ん
 

大
庭
　
桂
　
作
 

く
す
は
ら
順
子
　
絵
 

・
ね
え
、
ほ
ん
と
に
た
す
け
て

く
れ
る
？
　
　
　
　
 

平
田
　
景
　
絵
 

平
田
昌
広
　
文
 

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
岩
倉
市
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図

書
の
予
約
が
で
き
ま
す
）
。
 

 

 

 

人気貸出図書 
（２月～３月） 

 ⁄ホームレス中学生　（田村　　裕） 

¤楽園　下　　　　　（宮部みゆき） 

‹楽園　上　　　　　（宮部みゆき） 

‹ハリー・ポッターと謎のプリンス 

　　　　　　（Ｊ・Ｋ・ローリング） 

 

水道週間　　６月１日（日）～７日（土） 

ただいまァー　蛇口ひねって　水ゴクリ

岩倉市指定給水装置工事事業者一覧表 

　「水道週間」は、衛生的に安全な水を送り出す
「水道」を考え、関心と理解を高め、水道の健全な
発展を図ろうとするものです。 
安全でおいしい水を供給するために 
　岩倉市では、法で定める厳しい水質基準で管理さ
れた安全でおいしい水をお届けしています。 
貯水槽の管理をお忘れなく 
　ビル等に設置されている貯水槽、高置水槽は、施
設の設置者に管理していただいています。 
　ビル等の飲み水を安全で衛生的に飲むためには、
１年に１回以上の清掃を実施しましょう。 

上水道工事の申し込みは、岩倉市指定給水装置工
事事業者へ 
　建物を新築し給水が必要な場合や、増改築など
で水道管の太さの変更を希望される場合には、岩
倉市指定給水装置工事事業者を通じて水道課にお
申し込みください。 
s問合先　水道課施設係（q３８―５８１６） 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33

伊藤水道工業㈱岩倉支店 
㈱江口組 
栗本土木㈱ 
桑原鉄工所 
㈲小森管工 
桜井工業㈱ 
昭和土建㈱岩倉支店 
関戸工業㈱ 
大興建設㈱岩倉支店 
㈱大栄企業 
㈱タテビシ 
㈱長谷川組岩倉支店 
㈲八信建設 
㈱間瀬設備工業 
㈱松本工務店 
御幸建設㈱岩倉支店 
㈲ユタカ設備 
㈲日野設備 
㈱吉村商会 
㈲ダイワ設備 
小島設備 
水道センター㈱岩倉支店 
ハヤカワ工業㈱ 
㈱佐藤水工社 
㈱岩倉工務店 
船橋設備㈱ 
旭建設㈱ 
㈲佐藤設備 
㈱吉田冷暖房工業所 
井戸惣工業㈱ 

岩倉市中本町古市場 
岩倉市中本町西出口 
岩倉市八剱町 
岩倉市曽野町中街道 
岩倉市井上町畑田 
岩倉市西市町西野々 
岩倉市大地新町一丁目 
岩倉市西市町桝東 
岩倉市新柳町一丁目 
岩倉市中本町南白山 
岩倉市本町宮東 
岩倉市稲荷町羽根 
岩倉市八剱町樋口 
岩倉市旭町二丁目 
岩倉市大市場町順喜 
岩倉市本町上郷前 
岩倉市下本町西沼 
一宮市緑三丁目 
一宮市緑一丁目 
名古屋市西区上橋町 
小牧市大字久保一色 
岩倉市八剱町寺山 
一宮市桜二丁目 
小牧市小木五丁目 
岩倉市北島町九反畑 
一宮市下沼町二丁目 
一宮市大和町南高井字幾路 
北名古屋市六ッ師松葉 
名古屋市北区六が池町 
江南市東野町郷前西 

37-1345 
66-5108 
66-3333 
37-0478 
37-5823 
37-2205 
37-6625 
66-6336 
66-0792 
66-3321 
37-2734 
66-5229 
37-3962 
37-5767 
66-1168 
66-7013 
66-1860 

0586-24-2451 
0586-24-3801 
052-504-6180 
0568-41-3434 

38-6502 
0586-71-4475 
0568-73-4191 

66-7711 
0586-71-3002 
0586-68-6255 
0568-22-5726 
052-901-4476 

56-2472

34 
35 
36 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63

三重水道センター 
サカイ技研㈱一宮工場 
㈱ジェーケー・サービス 
㈲今井工業所 
㈱水野設備 
フルタハウジング㈱ 
㈲内田水道設備工事店 
㈲戸松設備工業 
三東設備工事㈱ 
後藤設備 
明生工業 
㈲富田設備 
㈱富士総合設備事務所 
㈲新井工業 
㈱光栄設備 
㈲岡田工業 
双伸工業㈱ 
㈲永田設備工業 
㈱山新設備 
協立設備工業㈱ 
㈱近藤設備工事店 
ダイスイ設備㈱ 
㈱ヤジマ 
㈱ヤママ住建 
善勝㈲ 
㈱愛北製作所 
積和建設東名㈱ 
㈱クラシアン西名古屋支店 
尾張衛生管理㈱ 

三重県四日市市大矢知町 
一宮市丹陽町九日市場字中田 
江南市古知野町熱田 
一宮市桜一丁目 
犬山市字巾廻り 
小牧市大字三ツ渕 
小牧市若草町 
一宮市昭和一丁目 
名古屋市千種区桜が丘 
一宮市泉一丁目 
一宮市春明字山前 
名古屋市守山区新守西 
半田市岩滑中町四丁目 
岩倉市新柳町二丁目 
大府市共西町七丁目 
海部郡蟹江町学戸四丁目 
名古屋市中川区横前町 
一宮市今伊勢町宮後字東茶原 
津島市唐臼町西島 
名古屋市千種区高見一丁目 
一宮市小赤見字秋吉 
名古屋市熱田区古新町二丁目 
江南市宮後町砂場東 
小牧市大字東田中字南新田 
津島市元寺町二丁目 
北名古屋市宇福寺神明 
名古屋市守山区四軒家 
名古屋市西区平出町 
一宮市和光二丁目 

059-364-0299 
0586-81-5650 

54-0500 
0586-72-7712 
0568-67-2534 
0568-77-8039 
0568-75-0848 
0586-44-7041 
052-782-2322 
0586-72-8561 
0586-76-2935 
052-791-4676 
0569-22-3282 

37-0353 
0562-48-3344 
0567-95-8683 
052-412-4221 
0586-46-2888 
0567-31-0427 
052-751-2004 
0586-77-7925 
052-681-6019 

54-0227 
0568-77-6985 
0567-22-5200 
0568-22-0022 
052-772-2411 
0120-500-500 
0586-72-1796

許可 
番号 業者名 所在地 電話番号 許可 

番号 業者名 所在地 電話番号 
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  ●
新
規
学
卒
求
人
説
明
会
 

  　
犬
山
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
 

平
成
２１
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

者
等
の
採
用
予
定
が
あ
る
事
業

主
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
求
人

申
込
の
事
務
取
扱
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
説
明
会
終
了

後
に
、
ご
希
望
に
応
じ
て
「
学
 

卒
求
人
票
」
の
用
紙
を
お
渡
し
 

し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１２
日
E
午
後
２

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ
 

ン
タ
ー
２
階
多
目
的
研
修
室
 

（
犬
山
市
松
本
町
４
‐
２１
q
０

５
６
８
‐
６
１
‐
１
０
０
０
）
 

▼
内
容
　
平
成
２０
年
度
新
規
学

卒
求
人
の
申
込
か
ら
採
用
ま
で
、

高
齢
者
、
障
害
者
の
雇
用
促
進

に
つ
い
て
 

▼
問
合
先
　
犬
山
公
共
職
業
安

定
所
求
人
・
専
門
援
助
部
門（
q

０
５
６
８
‐
６
１
‐
２
１
８

７
）
 

  ●
入
学
前
就
学
相
談
 

  　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
入
学
 

前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対
 

象
に
就
学
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

　
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密

厳
守
で
す
。
 

▼
と
き
　
８
月
１９
日
C
・
２０
日

D
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
テ
ニ
ス
場

（
一
宮
市
今
伊
勢
町
馬
寄
字
西
 

流
９
‐
１
q
０
５
８
６
‐
４
６

‐
０
５
０
５
）
 

▼
相
談
内
容
 

・
障
害
の
種
別
程
度
を
正
し
く

理
解
す
る
。
 

・
障
害
児
教
育
の
実
態
に
つ
い
 

て
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
。
 

▼
申
込
期
限
　
６
月
２０
日
F
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育
 

課
庶
務
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
 

８
）
 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
 

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
火
曜
日
：
山
田
和

行
さ
ん（
元
適
応
指
導
教
室
長
）、

木
曜
日
：
ハ
ー
ブ
の
会
相
談
員

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
q
３
８
‐
０
３
０
０
）
 

  

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となって
いますので、お気軽にご相談ください。なお、各相談は、正
午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。 
■一般相談 
sとき   月～金曜日（祝日振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■女性相談 
６月　２日（月）・１６日（月）午後１時～３時３０分 
■知的障害者相談 
６月　３日（火）　午後１時～４時 
■税務相談 
６月　５日（木）　午後１時～４時 
■人権相談 
６月　６日（金）　午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
６月　６日（金）　午前１０時～午後３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
６月１０日（火）・２５日（水）　午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時か
ら、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、
電話可）。 
■登記相談 
６月１１日（水）　午後１時～４時 
■不動産相談 
６月１２日（木）　午後１時～４時 
■行政相談 
６月１３日（金）　午後１時～４時 
■消費生活相談 
６月１３日（金）・２７日（金）　午前９時～正午 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談をお受け
します。 
■総合福祉相談　 
６月２０日（金）　午後１時～４時 
・身体障害者相談 
・戦没者遺族相談 
■年金相談 
６月２３日（月）　午前１０時～午後３時 
 
●心の相談電話　☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人 
でくよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊か
なボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におか
けください。 
sとき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日
を除く） 

お気軽にご相談ください 

市 民 相 談 
市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

み な 　 な や む な  

 

 

や
ま 

ゆ
き 

だ 

か
ず 

6月1日から「さわやかサマースタイルキャン 
ペーン」を実施します 
　岩倉市では、省エネルギーなどの環境への配慮として、 
庁舎等における電気使用量を削減するため、９月３０日まで 
のキャンペーン期間中、職員は、暑さをしのぎやすい軽装 
（上着を着用せず、ノーネクタイ）で勤務しますので、市民 
の皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
s問合先　秘書課人事係（☎３８−５８０１）
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ご　じょうほう 

ポルトガル語情報コーナー 

●Informações �☎�������	

Aos beneficiários da Ajuda à crianças 
pequenas ou lactentes (Jidou Teate) 
apresente a notificação da condição 
atual para Ajuda à crianças pequenas 
ou lactentes (Jidou Teate Genkyo 
Todoke)
児童手当を受けている人へ 
児童手当現況届の提出をしてください 

� ������ �� ���� � ������� �� 
���� � ��������
������ �� ��������� ��� � ���������	 �!������
!�� ������ � ������"��� � �������#� ����� � ��
����$���	 �「���������#� �� ������#� ����� ���� ����� �
�������� ������ �� ������� �%���� &�� '�()� &���(	」
�������� � ���������#� ��* ��+�,+$���-
●Itens à trazer: 
・ 
 ���������#� �� ������#� ����� ���� ����� � ��������

������ �� ������� �%���� &�� '�()� &���(	
・ .�� �/��� �� ������� �� �0��� ��1� �� �������

�������"!� �� �0����23456723	 ��� ��������� ��
4������(�� �������������	
・ 
� ������ �� �#� ������� ���� 8���� �9:�(���	 � ;

� ������ � $��� ������� �� ��������� � �� ���!�
�0������� �� ��� ; � %����� � $��� � 83<=>3?
6&5
@5 >56@9<56&3 �� ���� � �������� � �������� ��
�A����� B2��� $� 6��� %���� &��)�� 7A���(�
7A����A�C
・ 964
6 �������� �� ��" �����D��� � ����� � �����#�

� �����	

������� � ���������#� !�� ������ !������ �� ���������
����"���  �!� ��* � ���D� ��������� �� 7��� �

����E���� � 9��F���� �%����(�	
●Enviar para:  〒G�$��,�, �6#� * ����"��� �������
�����	 %���� (� %���� (�(��� 

ALTERAÇÃO DA SAÍDA LESTE DA 
ESTAÇÃO FERROVIÁRIA DE 
IWAKURA
岩倉駅東口の出口が変更になりました 
H ������ � �; � %��A� � $��� �@��	 �� ;�I��A�� ���
������� � ��F����� �� �������� ��������� �� ���� ���� ��
������� �� ����� � ���� �� ����#� ��� �� 5����#�
J���!�"��� � 9:�(���-

 �������� ���� ���� ������ ���� ��������� ��	 ��

5����#� � 9:�(��� 7���� K��  � �������� ��� �� ����� �
���� � ����#�  ����*� � ������� � ���L#� ��� �
������� ��� ������D��� � ������ �� �������  � ��*��� ��
��" �� �!���� ��� ��A����� ��� ����� �� ����� �
������� ����� ��������� � ���A� �� ��� ������� � ��F�����
��� ������� ���� �� �������� ���� �!��� �� �*����� ��
������ � �; � %��A� � $��� �@��	 �� ;�I��A��-

���� �#� ����" ��������� ���F����� ��������	 �� ��������
� ���� �� ��*��� <����� 9:�(��� M��0  ����*� ��
�������� ��� �!��� � ����D��#� ��� ����� � ������- 7�"
����"��� �����D�� � �������� ���� ���� � ����� � ������
�� ������� �� 5����#� � 9:�(��� ��������� � ����F���� ��
������ �� ��#� �����D�� N����� �� �"L� ����������� �� !�A�
��� �����E���� �� �� A��"��� A�������-

� ����� � �������#� � ���� � ����� �� ����#�

����!�"���  � ���� �� �������� ��� ����� ��#� ��������� ���
���� ���� ������ ���� ����������� �������� 
����������� � ���������#�  � �������#� � �����-
※ 3 �*����� �� �������#� �� ����� � ���� �� 5����#�
　 � 9:�(���  � ������� � ���L#� ��� � ������� ���
　 ��!���� ���� ������� ��� ���-
9:�(��� 5(� 2�0��A��A�(� 4���0��(� 7A�0���A� 7��(��A����
4����� �&�I,���$��	

Dia de Coleta do Lixo 
分別収集の日
��+�, ���	・O������0� 8A�・9��� 8A�・4����� 8A�・9�A�����(
8A�
�,+�, ��L	・7��� 8A�・9���� 8A�・&������� 8A�・&�����������
<��A�・&�������A�� <��A�・'��� 8A�・@����A��� 8A�
;�+�, ���	・@���A� 8A�・@���A� 7A�� <��A�・8A�� 8A�・<�����
7A�� <��A�・4�:�� 8A�・4������� 8A�・6�)��� 8A�
;� +�, ��L	・2�0��A��A�� <��A� �9:�(��� @���A�	

Dia da Coleta de Papel Velho e Roupa 
Usada
古紙と古着の日 
��+�, ���	・6�(�A�� <��A�・2�0��A� <��A�・6�(��� 8A�・
7�D�� 8A�
�,+�, ��L	・7A���A�� <��A�・7A�:� 8A�・
��A� <��A�・
7�(� <��A� $ 8A��・7A��)���0� 8A�
;�+�, ���	・9D��� 8A�・7���A� 8A�・2�� <��A�・<�)���
8A�・7�(����A� ; 8A��
;G +�, ����	・2�0��A��A�� <��A� �9:�(��� @���A�	

じ どう て あて 

じ どう て あて げん じょう とどけ てい しゅつ 

う ひと 

ぶん べつ しゅう しゅう ひ 

こ し ふる ぎ ひ 

いわ くら えき ひがし ぐち で ぐち へん こう 
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地震の知識（東海地震・東南海地震について） 
東海地震・東南海地震（海溝型地震） 
　駿河湾の海底には駿河トラフという海溝がはしって
いて、フィリピン海プレートがユーラシアプレートに
滑りこむ境界だと考えられています。このあたりを震
源地として起きるのが東海地震と呼ばれるものです。
そして浜名湖の西あたりから紀伊半島あたりを震源域
として起きるものが東南海地震と呼ばれています。 

海溝型地震は周期的に起きる 
　過去５００年ほどの記録からプレートの潜りこみによ
る地震は１００年～１５０年の周期で、ほぼ同じ場所に
同じ規模で、大地震が発生している事が判明しています。 
　東海地震の震源地とみなされる駿河湾から御前崎あた
りでは、１８５４年の安政東海地震以降１５４年にわた
り地震が発生していないことから、プレートの境界に
「ひずみ」が極限まで蓄積されている可能性が高く「い
つ大地震が起きてもおかしくない」と言われる根拠とな
っています。 
　岩倉で東海地震が起きた場合は震度５強が予測され、
東南海地震が起きた場合は震度６弱が予測されています。 
　ちなみに、東海地震・東南海地震が連動して起きた場
合は、震度６弱が予測されます。 

について正しく知ろう
こんにちは、私たちは 
　「認知症ケアアドバイザー」です 

認知症状ケアアドバイザーとは？ 
　認知症ケアアドバイザーとは、岩倉市独自の名
称です。「認知症」のことを正しく知っていただ
き、地域の皆さんと共に考え、地域の皆さんと一
緒に支えていこう。そんな思いが込められた名称
です。メンバーは、昨年の７月１日号広報いわく
らに掲載された募集記事で集まった市民ボランテ
ィア１８人です。 

今後の活動は？ 
 これからは、認知症について正しく理解し、偏
見を持たず、認知症の人や家族を温かく見守る応
援者である「認知症サポーター」を育成するため、
地域や学校、職場等に出向き養成講座を実施して
いきます。 

ケアアドバイザー養成プログラムを受講 
　昨年８月から今年２月にかけて、合計１０回の
養成プログラムを受講しました。認知症を正しく
知ることから始まり、介護をしている家族や本人
の気持ちを知るためのグループワーク、先進地視
察等を行いました。毎回、２時間程の講義・演習
でしたが、宿題やレポート提出等、久々に良い緊
張感を味わいました。 

知っておきたい防災知識

岩倉防災リーダーの会　宮田智子 
みや た さと こ 

認知症認知症認知症

ユーラシアプレート 
ひずみの 
蓄積 

津波の発生 
 

海 海 フィリピン海 
プレート 

海底を作っているフィリピン海プレート
が年数cmの割合でユーラシアプレート
の方へ移動し、その下へ潜り込む。 

ユーラシアプレートの先端部が引きず
り込まれ、ひずみが蓄積する。 

ひずみがその限界に達した時、ユーラ
シアプレートが跳ね上がり、地震が発
生する。その際、津波も発生する。 

１５４年 
空白域 

９０年 

１４７年 

１０２年 

○慶長地震（Ｍ７．９） 

破壊領域 

○宝永地震（Ｍ８．４） 

○安政東海地震（Ｍ８．４） 

（３２時間後） 

○安政南海地震（Ｍ８．４） 

○東南海地震（Ｍ７．９） 

○南海地震（Ｍ８．０） 

s問合先　生きがい課介護保険係（q３８－５８１１） 

東海地震と東南海・南海地震 
０ １００ ２００km

四　国 

京都 

紀伊半島 

Ａ 
領　域　Ｘ 領　域　Ｙ 領域Ｚ 

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

駿河 
トラフ 南海トラフ 

１６０５年 

１７０７年 

１８５４年 

１９４４年 
１９４６年 

２００３年 

南海地震 

南海地震 

東南海地震 

東南海地震 

東海地震?

？ 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

正 しい交通ルール 
岩倉市老人クラブ連合会　交通安全教室 

み 

ん
な
夢
中 

こ
ど
も
読
書
の
日
記
念
お
は
な
し
会 

　４月２９日の昭和の日、史跡公園で市民茶会が開かれ、

家族連れなど３８０人の皆さんが訪れ、お茶会を楽しみま

した。 

　この日は、すがすがしい晴天に恵まれ、茶華道連盟によ

る抹茶の接待のほか、焼き物を楽しむ会によるチャリティ

ーコーナーも設けられました。 

　お茶会の席のかたわらでは生田流宮城派和音の会・生田

流築紫若竹会による琴の演奏やしのぶえの会による篠笛の

演奏が行われ、訪れた皆さんは鮮やかな新緑に囲まれた園

内で心休まるひとときを過ごしました。 

　４月２６日、図書館でこども読書の日にちなんだおはな
し会が岩倉市図書館読み聞かせボランティア「おはなし会」
の皆さんによって開かれました。 
　図書館にはたくさんの子どもたちが集まり、みんな大型
紙芝居の楽しいおはなしに夢中になったり、仕掛け絵本の
中の動物と一緒に飛び跳ねたり、歌を歌いながら手遊びを
するなど笑顔のたえない楽しいひとときを過ごしていきま
した。 

　４月３０日、八剱憩いの広場で、多発する高齢者の交通
事故を防止することを目的に、愛知県警察本部交通安全教
育チーム（あゆみ）と江南警察署の指導で、交通安全教室
が行われました。 
　参加者は、自転車の乗り方の実技指導で、「踏み切りは、
自転車から降りて引いて歩いてください」と指導していた
だき、実際に自分の自転車に乗って正しい交通ルールを学
びました。 

心 休まるひととき 
市民茶会 
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★乳幼児健康相談 
★母親教室第１回 

★離乳食教室 
★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

★健康チェック 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★母子健康手帳の交付 

6月のカレンダー

　休日急病診療（押谷誠　おしたにクリニック） 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★BCG 
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・ 
大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★母親教室第２回 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★母子健康手帳の交付 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

分別収集／東新町（岩倉団地） 

史跡公園月釜　午前１０時～正午（史跡公園鳥居建民家） 
　休日急病診療（中川浩　ようてい中央クリニック） 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
　変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
　午後７時まで延長しています。 

●発行／岩倉市役所 

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地 

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

●編集／総務部企画課広報広聴係 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Eメールアドレス（代表） 

koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

岩倉市の人口／48,811人（＋154人） 

            男性／24,323人（＋88人） 

            女性／24,488人（＋66人） 

         世帯数／20,381世帯（＋89世帯） 

        （５月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

今井悠斗くん 渡辺未来翔くん 

　あっという間に１歳になり、
色々なことが出来るようにな
ったね。 
　一段とイタズラもパワーア
ップしてますます目が離せな
い毎日ですが、パパもママも
あなたの笑顔には負けてしま
います。これからもそんな素
敵な笑顔を見せ続けてくださ
い。たくさん食べ、たくさん
遊んで元気に育ってね。 

●お父さん・お母さんの一言 
　「未来に向けて大きく翔け！」
で、未来翔（みくと）と名付け
たんだよ！ 
　日を追うごとにすくすくと
大きく成長する姿が楽しく、
毎日おどろかされます。3歳
になったらパパがゴルフを教
えるから始めようね！ 
　未来のプロゴルファー石川
遼選手を目指して頑張れ！ 
 

●お父さん・お母さんの一言 

（１歳） （１歳） 

いま い ゆう と わた なべ み く と 

★フッ化物塗布・歯科健診・歯科相談 
　休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです 

分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・ 
北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 


